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ど變化を認めない ，

　屠殺時 ，
Schultz 　u ．　Schiling 氏法 に よ り毛細管 を使

用 し血 液 凝 固時間 を 測定 し た結果では ． 皮下及び筋肉内

注射例では 著明 な 延長 が 見 ら れ るが ， 靜脈内注射例では

蜀 照例 と殆ん ど變化 を認め ない ・

　細胞の Heparin 攝取駄態 に つ い て は，靜脈内注射例

で は H ・p・ rin は 全身諸臓器 の 血 管夕卜膜細胞及び そ の周

圍組織細胞に 極めて多量 に齲取 されて い る の に ． 皮下及

び 筋肉内注 射例では．か X る所見は 認 め られな い ．

　各臓器 の 病變 に つ い て は ， 注射方法に よ り多少の 差異

はあ るが ， 主 と して 肝 ， 腎な どの實質臓器や リン パ 節．

副腎な どに 溷濁腫張 ， 輕度の壊死 ， 網 内系細胞 の 腫脹，

出血及 び ヘ モ ジ デ リン の 沈着 な どの 所見が見 られ る。

　何れ に して も　Heparin 注 射 に よ る障害は ，注 射方

法 に よ り非常に異 る こ とが 明らか とな っ た ．從つ て 投 與

方 法 を 無覗 して は ，
Heparin の 副作用は論じられな い

と思 わ れ る。こ の 點 は 著者の え た新知見 で特 に 強調 した

い 。

　著者は さ らに ，皮下及 び筋肉内注射例 に お い て 少量注

射で も死亡 し ， 靜脈内注射例に お い て は 大量 注 射を 行つ

て も何故死亡 しな い か に關して も追求 した，

　 39．既往に斬生 兜 重症黄疸の 死 亡例 ま有する妊

婦 3 例に つ い て

　　　　　　（廣島遞 信）
蒡

平本憲雄 ，日野八洲行

　薪生 兒重症黄疸 に つ い て はい ろい ろ の 原因 が 提唱 さ

れ ， そ の 症例報告も散見さ れ るが ， 最近當科に お い て ，

新生兒 が重症黄疸で 死 亡 した 既往歴 を有する婦人 の 今囘

分娩後 の 兒の 經過 に興 味あ る 4例を 經驗 したの で報告す

る．

　第 1例 は 25歳の 4囘經産婦で，第 1 ， 第 2兒 は 自然流

産 し ， 第 3 ，第 些兒 は 重症黄疸 で そ れ ぞ れ生後 6 日目，4

日 目に死亡 した．今囘は豫定口の 11日前 に 2800g の 男兒

を分娩 した．生 後直ちに臍帯を切斷 し， 豫 め 用意した健

康未婚婦 の 0型 血液30じcを臍帯靜脈 よ り輸血 し・ そ の後

連 日 5％ ブ ドウ糖 ， シ
ーメ タ，カチ

ー
フ ， メ チ オ ニ ン ，メ

ガ ビ オ ン を注射した 。黄疸は 3 日目 よ り發現 し 4 日 目に

最高 に 達 し20H 目に 消 失 し，艮好の 轉帰をとつ て 退院 し

た ．血 清學的槍査で は 父 OCDEMN ， 母 ACDEM ．

兒 OCDEMN で 母 血 清は兒血球 を凝 集せ しめ る．　 Rh

因子 に よ る もの でな い こ とは 明 らか で ABO 式 で母A 兒

O の 異型適合で あ る が，母 血 清 に βの 異常亢進 が あ り，

そ の た め に 起 っ た 重症黄疸 と考 え られ る ．

　 第 2例は 第 1 例 と同
一

の 婦人 が 次同 に 分娩 した もの で
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あ る．こ れも前囘同様の 方針ご健康な 30GO　9の 男兒 を え

た ．兒は 同 じ く O 型 で O 型 の 血 液 50cじを輸血 した．妊娠

中 ， 分娩前後 に 詳 し く血 清學的檢索を行い ，明らか に高

度な βの 異常亢進 を證明した・

第 3例 は3曦 の 3囘經産婦で ・ 骨盤異常 の た め第 1 ・

第 2 兒は 9 カ 月 で人工 早産をした が重症黄疸で死亡 し，

第 3 兒は 9 カ 月で自然早産 し5。日間重症黄癖 噸 き 5 カ

月 目 に腦性小 兒麻痺にな つ た 。今囘は10ヵ 月初に 自然破

水 した の で帝 王 切開を行い 2700gの 男兒 を 分娩した 。生

後直ちにAB 型 血液40ccを輸血 し た ．黄疸は 生 後20陦間

か ら發 現 し25 日 目 に消失 ， 良好の 轉帰 を とっ て 退院 し

た ．父 BCDM ．母 ACDEMN ，見 ABCDEMNL ご

母血清 中にβの 亢進 を 認 め，母 A 兒 AB な る ABO 式の

不適合の た め に起 っ た重症黄疸 と考 え られ る．

　第 4 例 は 30歳の 3囘經産婦で何れも重症黄疸で數 日後

に 死亡 して い る．今囘は 34009 の 女児で ， A 型 血 ta50cc

を輪血 し艮好の 轉帰 を とつ て 退院 した．父ACDEM

N ，母 OCDMN ， 兒 AODMN で ． 母血清中に α の 異

常亢進を認 め ， 母 0兒 A な るABO 式不適合をこ よつ て 起

つ た 重症黄疽 と考え られ る．

　以 上 4 例 は 何れもABO 式不適合 に よ る α ， βの 異常

亢進の た め に 來 した 重症黄疽で ， 氈往の 死亡例もす べ て

こ れ で説明で き る もの と考 え られ る．か S る場合に は 交

換輸血療法が 最 も良い と さ れて い る カ  生後直ちに臍帯

を 切斷して 母 血 の 流入 を 防 ぎ，抗體 の ない 他の 血 液を輸

血す る こ と に よ り實際的にも理 論   こas　6P當度の交換輸

血の 効果 を期待できる．こ れ に よ り何れも良好の 轉帰を

取 りえた も の と考 え る ・

　 40。朱熱鬼の 代謝並びに未熱兒 の 病理

　　　　（日赤本部産院）
ee
三谷　茂，上塚恵美子 ，

　　後藤明代 ，戸井田嘉子 ， 北村　益 ， 尾見義信 ，

　　宗 田太郎 ， 中島唯夫 ， 眞鍋忠 寧， 菅井正 朝 ，

　　謝　國權， 金杉　武 ， 長橋千代 ， 元吉正幸，

　　兼子和彦， 飯島信之

　 余 らは新生兒特に未熟児 に つ い て 蛋 白質，脂肪，含水

炭素 の 吸收状態ならび に 鹽類代謝の 状態 に つ い て 研究す

る か た わ ら，こ れ と 平行 して 未熟兒の 病理組織學的研究

を行い つ tsあ る もの であ る．

　 まず 上 塚，後藤，戸井 田 な どの 窒 素 蓄 積黷態 に關して

は 飲用 す る 乳再の 窒素量 と尿，糞便中の 窒素量とを 比較

す る に，成熟兒 に お い て は 4 −・5 日 頃 よ り正 な る値を示

す の に 對 し，未 熟 兒 に お い て は 7 日 以 内は 負の 値 を示

す，すな わち乗熟兒は 窒素 の 蓄積 は 多 く 7 日以 後 に 始 ま
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　りか つ 小
』
ごあ る如 く感 じ られ る ．脂肪は成熟兒 と在胎34

　週以 上 の 未熟兒の 間 に 吸 收率 に お い て は有意の 差 を認 め

な か つ た ．新生兒の 血 糖値は一般成入 と大 差 は な い が 出
生 直後 は 低値 を 示 す こ とが あ る．未熟兒 は 生後 2 日間 の

飢餓 に よ つ て 低 くな る．珱 境 温度 ， 攝取す る糖の 種類 に

　よつ て 血 糖値及 び 血糖曲線に變化が あ る ．

　 尾見，宗円 ， 中島な どは 未熟兒20例につ い て 生後 1 週

間鹽類の 代謝 な らびに 水分の 攝取 の 釈態につ い て 觀察 し

た．こ れに よ る と尿中 Na 含有率は 1 ，2 円 目 は 少 く 3

　日以後 は 次 第 に増 加 の 傾向 を示 す ．K 含有率は 1， 2 日

頃は 比較的多 く，3 ， 4 日 日は少な い． 5 日 日頃 か ら増

加 を示 した．便 中　Na 　含有率 は 1 口 口に非常に多く，

　2 日以後は 急激 に減少 し， 5 日以 降は 輕度の 減少を認め

た．未熟兒 は成熟兒 に 比 して 攝取量 に 對す る　Na 蓄積

率は高い ．ま た 逆 に K は蓄積率の低値 を認 め た．

　 冥鍋は新生 兒特 に 未熟兒 の 胎兒 ヘ モ グ ロ ビ ン （Hb ．　F）
の 消長 に つ い て 研究 し，成熟兒ほ生 下時60〜70％前後

が 胎兒 ヘ モ グ ロ ビ ン で分娩後は 比 較的急速 に消退 して 成

入 型 血 色素 Hb ・A と交替す る．未熟兒 は 生 下時 Hb ．　F

量 が 成熟兒 に 比 して多 く特 に 分 娩後 の 消退 が 緩慢 で あ

る．例 えぱ分 娩後 3 カ 月目な お 50％ 以 上 の Hb ．　F をも

つ て い る場合が 少な くな い ．

　 北村は 未熟兒 の 各 主 要 臓器の 鐵 を病理 組織學的に ， ま

た生化學的 に測定 した ．こ れ に よ る と胎生月數の 進 む に

從 つ て 各臓器 の 非 ヘ ミ ン 鐵 量 は 増 加 す る が 臓器 に よ つ て

大 い に異な る．す tt”わち肝 に お い て は 妊娠全期 を通 じて

急激 に 直線的 に上 昇 し ， 脾 は 5 〜9 カ 月迄は顯著の 増加

を 示 さ な い が，10 カ 月 に な る と急激 に蓄積が起 る．腎は

増量は 僅 か で特徴 の あ る變化 を示 さな い ．

　 金杉は未熟兒 と成熟兒 との 各臓 器 の 變fヒに っ い て 檢索

す る と こ ろ あ り，まず 未熟兒 と成熟見 との 重量 を比較檢

討し ， 各臓器の プ ロ キ ロ の 重量は 成熟兒に大であ る こ と

を想像す る も ． 内分泌臓器 の う ち胸腺 は 遙 か に 未熟兒 に

お い て 重 く，ま た副 腎及 び 甲状腺 に お い て 同様の 關係 が

あ る．ま た 實質臓器で造血 に關係あ る肝脾 に お い て も僅

か であ る が未熟兒 の 方 が プ ロ キ ロ 重量の 大 な る こ とを 知

る ．謝 の 新生 兒 の 核黄疸 の 檢索 に つ い て 見 る に 成熟兒 50

例 の 剖強 に おい て僅 か に 1例 の 核黄疸 を 認 め る に 對 し，
未熟児 に お い て は 28例中 6例 に こ れ を認 め る こ とが で き

た．

　菅井の 成熟兒 と未熟兒 の 肺 誚子 様膜 發 生 頻度 を 比較す

る と ， 成熟児 と未熟兒 は ユ ： 2 の 比で遙 か に 未熟皃 に 多

い こ とを知るこ とが でき る。しか し體重 の み で 25009 以

上 と25009未浦 と の 生産兒で比 較 して み る と2500　9 以 上

日産嬬言苫9 卷 4 易譫臨 時 噌雪干〔「

　の もの は 93例中11例 11．8％ で2500a 以 下 の もの は 137例

　中2ユ例15．3％ と僅か に 多 く證明す る こ とが 出來 た の み で

　あ る．

　　41．未 熱兒哺育 の 薪經驗（第 2 報）

　　　　　　　 （大阪松下 ）　
舜

塚本 　胖，一
丸 善廣

　 從來未熟兒哺育 の 保温 は 習慣的 に 28〜30℃ が 必要 とさ

れ ， 保 温 器使用の 場合に は専ら 出生直後からこ の 温度 に

保 つ こ とが 主眼とさ れて い る實惓で あ る．果 して 未熟兒

哺育の 至適温魔 換言す れば，何度位が 未熟兒 に とつ て 生

理 的發育 も良好 で あ ろ う か を檢討す る 目的で ， 昨年第15
囘關東連合地方部會で，未熟兒 を從來行 わ れ て い る 哺育

温度即 ち28〜30℃ よ りも低温の 23〜25℃ で哺育 し ， ポ リ

エ チ レ ン 管鼻腔插入 に よ る強 制榮養法で一
定規準を設け

て授乳 し， 未熟兒の 體温 ， 呼吸 ， 脈搏，及び體重の 推移
を第 1 報 として報告 した が ，そ の 後 例數 を 重ね て 檢討 し

た結果 ， 從來の 哺育温 度 （高温哺育と假稱）の 場合と，
本法 （低温哺育） との 未熟兒 に及ぼす影響を比較 し， あ

る 程 度 の 結論をえて，未熟兒 至 適哺育温 度 の 阪界 を知り

え たの で ， こ 」 に報告す る．哺育方法 と くに温度以外の

環境及び榮養法は 第 1 報の 通 りで省略す る．

　   現在 ま で對象宋熟兒は 體重20GOg未滿 （第 1群）

2 例及 び．9000 …25009 （第 2 群） 5例 の 計 7例であ る．

　   　低温哺育 の 成績

　　（D　體温 は第 1 群は 出生後35．5〜36．0℃ よ り漸 次 低

下 し．生 後48・v72ag 間に最低 （31．0〜33．0℃ ） とな り爾

後，上 昇 して 1 〜2週問後 に 36．5〜37。0℃ を保持す る k
うに な る．第 2 群 は出生 後大 した體温 の 低下 は認め られ

ず，生後 2 〜3 日間 は 36．0℃ 前後 を 維持しそ の 後 ， 次 第

に 上 昇 しい ずれ も生 後 1 週間以内に 37．0℃ に達す る。

　 （ii）呼吸 ． 脈 搏は 第 1報と ほ ぼ同様で省略 す．

　 （iii）雕重 ：第 1 群の 體重囘復 凵 は そ れ ぞ れ，第1ひ

日 ， 19 目，最 大體重減少率 は 6．1％ ，　9．3％ であ り ， 第

2 群 の 囘復日は 皆第 6 日 で 最大體重減少率 は 3．4〜 8．6
％ で 第 2 群 の 成績は第工群 より明 らか に良好であ る ．

　 （iv）攝取熱量 ：授 乳 量 は 兩 群共 に一
定規準 を設 けて

弖虫制榮養を行 い ，　生 後第2 日で皀旡に保持熱量 （60Ca1！kg）

を 攝取 し うる よ うに な つ て い る．

　生 口 　123456 τ 891D 。謄

第 1 群 20Cal　100　120　1602002402402 ｛0240 　280●齢

第 2 群 30Cal 　150　175　210 　245 　280　315　315　315　350，，

　  低温哺育と高温哺育の 比較

　今囘は2000〜2500　9 の 未熟兒 に っ い て 檢討した 成績を

報告す る．
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